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  西多摩管内八市町村 地元建設事業者の緊急巡回訓練 

 

 「９月１日午前８時、西多摩管内で震度６弱以上が観測された」

との想定で、令和２年９月１日に西多摩建設業協同組合に災害対

策本部を設置し、「道路啓開協定業者の自主的出動・緊急巡回訓

練」を実施しました。地元の建設会社４９社が参加し、西多摩８

市町村の主要幹線道路８１路線（延長約 70km）の点検を即時に

実施し、本部に情報を集約いたしました 

（下図 本部風景） 

 

その状況および集計結果を、同日１３時３０分に本部員（正副理

事長、災害安全正副委員長、事務局長）で東京都西多摩建設事務

所に報告をしました。 

（下図 右：後藤西建所長 左：榎森西建協理事長） 

 

理事長から、地元事業者は、西多摩に建設重機を待機させ職員も在住している。

そのうえでこのような訓練を日頃より実施している。東京都と締結している災

害協定を確実に実施できると考えている、と伝えました。 

（記、大舘広報委員長） 

STOP！熱中症 クールワークキャンペーン （職場における熱中症予防策） 

― 熱中症予防対策の徹底を図る ― （令和２年５月１日～９月３０日）      
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/000016133.html  参照 

災害復旧現場報告    

西川砂防工事(その 3) 

現場代理人 柴田 靖 （朝日建設株式会社） 

奥多摩町棚澤地内 西川 

土石流対策として西川支川に砂防堰堤を築造す

る工事現場で台風 19 号による土石流が発生し被

災しました。 

現場は掘削(約 3900m3)、仮設ラス張りが全て完

了し、堰堤(1765m3)築造のための地盤改良を始め

たところでした。台風明けに現場を確認すると、

現場に通じる仮設道が西川本川の増水により大

きくえぐられ車両が通れない状態であり、堰堤築

造箇所には大量の土石流が流れ込んでいました。 

現場の復旧は西川本川の流路変更、仮設道の整備

から始まり、ガレキ、土石流の搬出(500m3強)な

ど本工事再開まで約 2ヶ月をかかりました。 

(幸いにして、土石流の多くを現場内で受け止め

られたため、下流流域の民間建物などへの被害は

ありませんでした。) 

工事再開後は続きの地盤改良工、堰堤工、埋め戻

し工と順調に進めることが出来、2020 年 6 月無

事工事完了を迎えることが出来ました。 

 

（下図 堰堤築造箇所） 

（下図 同箇所 土砂搬出後） 

 

 

（下図 砂防堰堤 工事完了後） デザインマンホール特集 第１弾 

記念すべき第 1 弾は、奥多摩町と

なりました。 

東京都最大の森林を有し、自然あ

ふれる東京の避暑地。町のシンボル

『スギ』『ミツバツツジ』『ヤマド

リ』をモチーフに町の雰囲気の出た

デザインとなっています。      

西多摩地区、各市町村にデザイン

マンホールが設置してあります。道

で見つけたら、なんだかうれしい気

持ちになりますね。 

次回もお楽しみに！！     

（ 広報委員会 ） 
 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/000016133.html
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◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2020年度開講講座〉 

◎１級建築施工管理技士 学科コース 

◎１級土木施工管理技士 学科コース 
◎給水装置工事主任技術者講座    毎週 火・木 

講義日程 ７月下旬～１０月中旬 18：40～ 

◎２級土木施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ６月下旬～１０月中旬 18：30～ 

◎宅地建物取引主任者本科コース   毎週 水 

講義日程 ３月中旬～１０月中旬 

◎２級建築施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ８月中旬～１１月上旬 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡をお待

ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

       日建立川校  担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

◇ あ と が き ◇ 

9月に入り暑さも納まり過ごしやすくなってきましたが、台風に

よる被害が各地で発生し大きな災害にまで発展しているケースが増

えています。今年の台風発生数は 26～27個と例年並みと言われてい

ますが、発生時期が例年より少し遅いようですので、来月以降もま

だ台風による被害に注意しなければなりません。 

新型コロナウイルスも終息にはほど遠い状況にありますので、感

染予防・台風の警戒にといろいろ大変だとは思いますが気を緩めず

過ごしていきましょう。 

広 報 委 員 会   

令和２年度全国労働衛生週間 

期   間 令和 2年１０月１日～１０月 ７日 

準備期間 令和 2年９月 １日～ ９月３０日 
 
スローガン 

「みなおして  職場の環境  からだの健康 」 

 厚生労働省では、事業場における労働衛生意識の高揚

を図るとともに、自主的な労働衛生管理活動の一層の促進

を図ることを目的に、今年度も全国労働衛生週間（第 71回）

が 9月を準備期間とし 10月1日から 7日まで実施されます。 

 事業場においては、過労死等の防止、高年齢労働者の安

全と健康確保、治療と仕事の両立支援、化学物質・石綿に

よる健康被害の防止などかかわる日常の労働衛生活動の

総点検が求められています。 

 上記のスローガンの下、更なる労働災害の減少を図ること

を目的として安全衛生管理に取っ組んでいただくようお願

いいいたします。 

青梅労働基準監督署 

  ８ 月 事 業 報 告  

４日 広報委員会 ３１３号編集 

４日 事業委員会 

５日 災害対策安全委員会 

１７日 総務委員会 

１８日 理事会 

１９日 西建協 若手経営者の会 役員会  

  ９ 月 事 業 計 画  

１日～３０日 全国労働衛生週間準備期間 

１日 午前８時 西建協・災害対策本部設置７名参集 

     （正副理事長・災害対策安全正副委員長） 

＊全８１路線 道路啓開協定業者緊急巡回の実施。 

道路巡回報告書作成し災害対策本部へＦＡＸ 

及び電話報告実施。 

８日  広報委員会 ３１４号編集 

８日  事業委員会 

９日  災害対策安全委員会 

１０日 総務委員会 

１５日 理事会 

～ 原 稿 募 集 の お 願 い ～ 

広報委員会では組合員の皆様よりの原稿ご寄稿をお待ちし

ております。各社工事施工体験記等、西建協だより紙面にて掲

載させて頂きます。掲載ご希望、詳細のお問い合わせは組合事

務局までお願い致します。  

 

西建協 事務局  TEL ０４２８-２２-６２４５ 

Mail  ntkishikawa@cyber.ocn.ne.jp 

         

青梅労働基準監督署を訪問 

―エイジフレンドリーな職場づくり― 

 建設事業にとって労働災害防止はなにより重要なこと

です。青梅労働基準署に「西建協だより」に記事を載せ

たいと相談をしたところ、安全衛生課長、自らが取材に

応じていただけました。当初、お願いした時期は暑い盛

りでコロナ対策と相まって熱中症が悩みで、その対策を

お聞きしようと思っていましたが、９月１１日取材当日

は暑さも納まっていました。そこで小林高士安全衛生課

長に「今何が一番、関心事ですか」とお聞きしたところ、

「労働災害の四分の一以上が６０歳以上である。また重

症化しやすい、働く高齢者に配慮したエイジフレンドリ

ーな職場づくりを進めてほしい。エイジフレンドリー補

助金（補助率１／２ １０月末日まで）も使えます」と

いうことでした。 

「青梅署あんぜんプロジェクト見えるエイジフレンドリ

ー」として実施事例を募集しています。 

提出先アドレス oume-roukikyoshibu@toukiren.or.jp 

組合員の皆様もぜひ応募してみてはいかがでしょうか？ 

なお、その時頂いたリーフレットは西建協 H P

（http://www.nishikenkyo.or.jp/）の「活動のご報告」

に掲載しました。是非、御覧になってください。 

 次回は、引続き新型コロナウイルス感染症による労働

災害をご紹介したいと思います。 

広 報 委 員 会  


